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「
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

平
成
23
年
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
の
鎮
魂
と
東
北
の
復

興
を
願
い
始
ま
っ
た
、
東
北
を
代
表
す
る
6
つ
の
祭
り
が
一
堂

に
会
す
る
東
北
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
東
北
絆
ま
つ
り
」。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
や

む
な
く
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
3
年
5
月
22
日
（
土
）、

23
日
（
日
）、
山
形
市
内
に
て
「
東
北
絆
ま
つ
り
2
0
2
1
山

形
」
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

特
別
区
長
会
で
は
、
平
成
27
年
度
の
「
東
北
六
魂
祭

2
0
1
5
秋
田
」
か
ら
、
後
継
の
「
東
北
絆
ま
つ
り
」
に
対
し

て
、
開
催
P
R
等
の
協
力
や
支
援
金
の
提
供
を
毎
年
継
続
し
て

行
っ
て
お
り
、
23
区
の
庁
舎
内
へ
の
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
等
の

掲
示
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
情
報
の
掲
載
を
行
う
な
ど
、

区
民
に
幅
広
く
P
R
し
て
い
ま
す
。

現
地
会
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
特
別
区
の
魅
力
や
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組

み
を
P
R
す
る
予
定
で
す
。

東
北
絆
ま
つ
り
2
0
2
1
山
形　

概
要

◆
日
　
　
時
　
令
和
3
年
5
月
22
日
（
土
）、
23
日
（
日
）

◆
場
　
　
所
　
山
形
県
山
形
市
内

◆
主
　
　
催
　
東
北
絆
ま
つ
り
実
行
委
員
会

◆
主
な
内
容

　
・�

東
北
絆
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
な
ど

　

※�

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て

は
、
内
容
の
変
更
や
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

�

詳
し
く
は
、
東
北
絆
ま
つ
り
2
0
2
1
山
形
の
公
式
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

http://tohoku-kizunam
atsuri.jp/（

特
別
区
長
会
事
務
局
）

特
別
区
長
会
と
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
て
い
る
埼
玉
県
町

村
会
と
の
連
携
事
業
と
し
て
、
東
京
区
政
会
館
1
階
に
て
展
示

を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
展
示
で
は
、
ぷ
ら
っ
と
気
軽
に
お
出
か
け
で
き
る
「
マ

イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
観
点
か
ら
、
自
然
、
遊
び
、
グ
ル
メ

等
を
テ
ー
マ
に
、
埼
玉
県
各
町
村
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
展
示
と
あ
わ
せ
て
、
埼
玉
県
の
特
産
品
販
売
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
埼
玉
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
し
、
交
流
を
深

め
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
展
示
期
間
　
令
和
3
年
5
月
11
日（
火
）～
6
月
24
日（
木
）

◆
展
示
時
間
　
平　

日　

9
時
～
20
時
30
分

　
　
　
　
　
　

土
曜
日　

9
時
～
17
時

　
　
　
　
　
　
（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
展
示
会
場
　
東
京
区
政
会
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

◆
観
覧
料
　
無
料

◆
関
連
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
町
村
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

令
和
3
年
5
月
28
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

11
時
～
15
時　

※
売
切
れ
次
第
終
了

◆
関
連
イ
ベ
ン
ト
会
場

　
　
　
　
　
　
東
京
区
政
会
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

◆
主
　
　
催
　
特
別
区
長
会
、
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

◆
連
携
協
力
　
埼
玉
県
町
村
会

◆
後
　
　
援
　
東
京
都
（
予
定
）

※�

開
館
日
や
開
館
時
間
、
展
示
期
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。（
公
財
）
特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご

確
認
の
う
え
、
ご
来
館
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

「
東
北
絆
ま
つ
り
2
0
2
1
山
形
」

　
開
催
協
力
・
連
携
・
23
区
P
R
の
実
施

令
和
3
年
度
全
国
連
携
展
示（
埼
玉
県
町
村
）

「
ぷ
ら
っ
と
埼
玉 

～
ち
か
く
て
楽
し
い
プ
チ
旅
行
～
」

都幾川四季彩館（ときがわ町）

鳩豆うどん（鳩山町）
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被災市町村への職員派遣
オリンピック・パラリンピック開催に伴う職員派遣

■
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
職
員
派
遣

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
、
特
別
区
長

会
で
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
る
特
別
区
23
人
の
区
長

会
議
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、「
23
区
一
丸
と
な
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
盛
り
上
げ
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
巻
き
起
こ
し
て
、
青
少
年
の
夢
と
希

望
を
叶
え
る
取
り
組
み
を
、
都
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
く
」
旨
の
申
し
合
わ
せ
を
行

い
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
東
京
都
か
ら
要
請
を
受
け
、「
会
場
の
あ
る
区

な
い
区
に
か
か
わ
ら
ず
バ
ラ
ン
ス
良
く
派
遣
す
る
」
と
の
申
し
合
わ
せ
に
基
づ
き
、

大
会
組
織
委
員
会
等
へ
の
職
員
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
会
史
上
初
め
て
延
期
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
る
今
年
度
は
、
昨
年
度
と

同
規
模
の
合
計
１
９
３
名
を
派
遣
し
、
大
会
の
開
催
に
向
け
、
都
と
協
力
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■
被
災
市
町
村
へ
の
職
員
派
遣

特
別
区
長
会
は
、
平
成
23
年
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
対
し
て
「
考
え
ら
れ
る

全
て
の
支
援
協
力
を
全
力
で
行
う
」
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
、
ま
た
、
平
成
28
年
熊
本

地
震
の
被
災
地
に
対
し
て
も
「
23
区
を
挙
げ
て
支
援
す
る
」
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て

い
ま
す
。
こ
の
申
し
合
わ
せ
に
基
づ
き
、
特
別
区
は
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
の
た

め
、
支
援
金
の
拠
出
、
職
員
の
派
遣
、
災
害
廃
棄
物
の
受
入
等
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
に
つ
い
て
は
、
発
災
直
後
か
ら
多
く
の
職
員
を
派

遣
し
て
お
り
、
現
在
は
、
復
興
に
向
け
て
年
間
を
通
じ
た
中
長
期
派
遣
を
基
本
と
し

て
、
東
日
本
大
震
災
及
び
熊
本
地
震
の
被
災
市
町
村
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

復
興
の
進
展
に
合
わ
せ
て
職
員
の
派
遣
依
頼
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
令
和
３

年
度
は
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
福
島
県
の
原
子
力
被
災
市
町
村
も
含
め
東
日
本

大
震
災
被
災
地
へ
22
名
、
熊
本
地
震
被
災
地
へ
２
名
の
合
計
24
名
を
派
遣
し
、
引
き

続
き
支
援
を
行
い
ま
す
。

　表１　　　　　　　　　　　　　東日本大震災

（人）

派遣先自治体名
令和 3 年度

事務職 技術職 計

宮

城

県

石 巻 市 3 1 4

気 仙 沼 市 ― 1 1

山 元 町 1 ― 1

小 計 4 2 6

福

島

県

い わ き 市 ― 1 1

原
子
力
被
災
市
町
村

南 相 馬 市 4 2 6

川 俣 町 1 ― 1

富 岡 町 3 2 5

浪 江 町 3 ― 3

小 計 11 5 16

合 計 15 7 22

　表２　　　　　　　　　　　　　　熊本地震

（人）

派遣先自治体名
令和３年度

事務職 技術職 計

熊 本 県 益 城 町 2 ― 2

合 計 2 ― 2

　表３　　　　　　　　　オリンピック・パラリンピック

（人）

組織名
令和 3 年度

事務職 技術職 合計

組織委員会 139 48 187

東
京
都

財 務 局 1 1

オリパラ準備局 3 3

港 湾 局 2 2

合 計 142 51 193

※人数は令和3年4月1日現在



5

令
和
3
年
3
月
16
日
開
催
の
第
1
回
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
の
同
意
を
経
て
、
4
月
1

日
付
で
教
育
長
及
び
1
名
の
委
員
が
新
た
に
就
任
し
ま

し
た
。
組
合
教
育
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で

す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

教
育
委
員
会
事
務
局
）

組
合
教
育
委
員
会
教
育
長
等
の

就
任

職 　 名 氏　　名 任　　期 備　　考

教 育 長 清   正 　 浩   靖 自．令和3．4．1
至．令和6．3．31 北 区 教 育 長

教 育 長
職 務 代 理 者 浦　田　幹　男 自．令和3．4．1

至．令和6．3．31 港 区 教 育 長

委 員 入　野　貴美子 自．令和2．4．1
至．令和4．3．31 中 野 区 教 育 長

委 員 髙　森　大　乗 自．令和2．9．16
至．令和4．5．15 台東区教育委員

特
別
区
人
事
委
員
会
委
員
平
野
博
史
氏
が
、
令
和
3

年
3
月
31
日
を
も
っ
て
退
任
し
、
新
た
に
鈴
木
勝
氏
が

令
和
3
年
4
月
1
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
3
年
4
月
16
日
開
催
の
令
和
3
年
度
第
1
回
特
別

区
人
事
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
山

野
岳
義
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
区
人
事
委
員

会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

特
別
区
人
事
委
員
会
委
員
等
の

就
任

職 　 　 　 名 氏　　　名 任　　期
（委員就任年月日） 前　　　職

委 　 員 　 長 中　山　弘　子
令和2年4月1日から
令和6年3月31日まで
（平成28年4月1日）

前　 新　宿　区　長

委 　 　 　 員
（職務代理者） 山　野　岳　義

平成30年4月1日から
令和4年3月31日まで
（平成30年4月1日）

元　人事院事務総長

委 　 　 　 員 鈴　木　　　勝
令和3年4月1日から
令和7年3月31日まで
（令和3年4月1日）

前　目黒区副区長

■ 

区
長
会
役
員
等
の
改
選
に
つ
い
て

■ 

各
団
体
役
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

■ 

東
京
都
市
区
長
会
役
員
等
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

■ 

都
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状

況
等
に
つ
い
て

■ 

特
別
区
に
お
け
る
救
護
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

■ 

令
和
2
年
度
競
馬
開
催
成
績
（
総
括
）
に
つ
い
て

■ 

東
京
都
競
馬
株
式
会
社
の
現
況
に
つ
い
て

■ 

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
に
つ
い
て

■ 

全
国
市
長
会
要
望
事
項
（
東
京
都
市
区
長
会
案
）
に

つ
い
て

■ 

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■ 

令
和
3
年
福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
に
係
る
対

応
に
つ
い
て

■ 

都
区
の
あ
り
方
検
討
に
つ
い
て

■ 

令
和
3
年
度
東
京
都
市
区
長
会
役
員
会
・
総
会
予
定

議
案
に
つ
い
て

■ 

各
種
審
議
会
委
員
等
の
推
薦
に
つ
い
て

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
対
応
に

つ
い
て

■ 「
徹
底
点
検
　
T
O
K
Y
O
サ
ポ
ー
ト
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
等
へ
の
御
協
力
の
お
願
い

■ 

東
京
都
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
納
税
が
困
難
と
な
っ
た
納
税
者
に
対
す

る
徴
収
猶
予
の
概
要
に
つ
い
て（

特
別
区
長
会
事
務
局
）

■ 

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
に
つ
い
て

■ 

令
和
3
年
度
特
別
区
議
会
議
長
会
の
要
望
活
動
に

つ
い
て

■ 

特
別
区
議
会
議
長
会
の
活
動
概
要
と
次
期
へ
の
申

し
送
り
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
3
年
4
月

区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等

4.16

区
長
会

4.19

会
長
議
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特別区職員研修所からのご案内

7月の研修メニューを紹介します

 研修名：地方公務員法（第2回）

対　象：  1 級職の職員
内　容： ○　法令読解の基礎知識　○　地方公務員法の基本理念　○　服務
 ○　任用・人事機関　　　○　分限及び懲戒　　　　　　○　総合演習　など

日時：7月21日（水）
　　　9：00～17：00

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）
専門研修
自治体債権の管理・回収
（基礎） 7/15（木）・16（金） 債権の管理・回収業務を担当する職員

医師 7/9（金） 保健所・保健センター等に勤務する医師・保健師
中堅保健師 7/1（木）・20（火） 保健所・保健センター等に勤務する職務経験10年以上の保健師
公衆衛生行政 7月上旬～中旬 保健所・保健センター等に勤務する職務経験1年程度の職員

子どもの発達障害①②③
①7/28（水）
②8/4（水）
③8/27（金）

発達障害のある子どもへの支援に携わる職員

生活保護ケースワーカー
①②

①7/7（水）・9（金）
②7/14（水）・15（木）
　  ・16（金）

生活保護業務に携わる地区担当員

児童相談所関連研修
児童虐待への対応① 7/27（火）・8/5（木） 子育て支援に携わる職員、保健・福祉関連部署に所属する職員

司法面接② 7/1（木）・2（金） 児童相談所及び子ども家庭支援センターを含む福祉関連施設等に勤務する職員、児童
福祉司任用前講習会・指定講習会修了者、その他子ども家庭福祉行政に携わる職員

ステップアップ研修
思考力・論理構築力向上
③④

③7/27（火）
④7/28（水）

係 長 級 以 下 の
職 員 ★主任の職員

対話によるポジティブ・
アプローチ② 7/6（火）・7（水） 係 長 級 以 下 の

職 員 ★主任の職員

説明力・交渉力強化③ 7/6（火）・7（水） 係 長 級 以 下 の
職 員

★ 区民対応などの業務を円滑に行うため、分かりやすい説明や
交渉力を身につけたい主任以下の職員

クレーム対応③ 7/27（火） 係 長 級 以 下 の
職 員 ★窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員

コミュニケーション
スキルアップ②③④

②7/1（木）
③7/2（金）
④7/29（木）

全 職 員 ★ 区民や職場の同僚との良好な関係構築に向けた、コミュニケー
ションスキルを身につけたい採用2～6年目の職員

集客力を高めるチラシ・伝わる
資料のつくり方③ 7/9（金） 主 任 以 下 の

職 員
★ 区民向け講座などの企画や募集チラシ作成を担当する主任以
下の職員

協働型リーダーシップ② 7/21（水） 主 任 以 下 の
職 員

★ リーダーの役割や、上司・部下・同僚との関わり方を学ぶこ
とで、職場のモチベーション向上や業務改善・職場改善に貢
献したいと考えている主任の職員

マネジメント実践のための
チームコーチング②

7/30（金）・
 8/23（月）

係 長 級 以 上 の
職 員

★ チーム（係）としての成果を最大化できる部下の育成や支援
を効果的に行うスキルを身につけたい係長級の職員

サポート研修

地方自治法②③ ②7/9（金）
③7/28（水） 1 級 職 の 職 員 ★ 法令・根拠にあたる仕事の進め方を身につけたい、これから

地方自治法を意識して実務を行っていきたい1級職の職員

行政法① 7/8（木）・9（金） 主 任 以 下 の
職 員

★ 行政法の基礎知識を学び、習得した知識を仕事に役立てたい
職員

試行研修
児童相談所関連トピックス① 7/29（木）・30（金） 児童相談所（一時保護所を含む）職員、その他子ども家庭福祉行政に携わる職員

◆新型コロナウイルス感染症対策により、研修が中止又は延期になる場合があります。予めご了承ください。
※紙面の都合上、7月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部8月に実施する研修を含む。）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※ 研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や
申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ (http://www.tokyo23city.or.jp/kensyujo/index.html)もご覧ください。
	 （特別区職員研修所）

特別区職員向けのページです。
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
6月開講講座のご案内です！！

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞

東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/

Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

● 首都圏の地盤と地震災害 【講座コード：2111T015】

　首都圏では、近い将来、高い確率で大規模地震の発生が
想定されています。地震災害には、地震の揺れによる被害、
液状化・土砂災害などの地盤災害、火災、津波などが挙げ
られます。この中でも揺れによる被害と地盤災害の様相や
程度は、地盤条件・土地条件に大きく依存します。地震火
災に対しても揺れやすい軟弱地盤の方が危険です。本講座
では、まず首都圏の地盤条件の見方・調べ方を身近な例を
引いて分かり易く解説します。
　次に様々な地震災害の危険性と地盤条件の関係について
学びます。
　最後に、受講生のお住まいの地域の地盤条件と地震災害
のリスクについて、可能な限り詳しく紹介する予定です。
●首都圏の地盤条件・土地条件を知る
●地震の揺れと地盤条件

●液状化・土砂災害と地盤条件
●受講生の居住地域の地盤と地震災害リスクの解説
※ 本講座では受講生の居住地域に基づいて講座を実施するため、お
申込時の住所地（市・区）の集計を事務局から講師にお伝えする
ことをご了承ください。（個人を特定するものではございません）

講　師：若松 加寿江 
 関東学院大学 工学総合研究所 研究員
 （理工学部 元教授）
日　時： 6月9日〜30日　水曜日 15：30〜17：00（4回）
受講料：10,100円
場　所：オンライン形式　※アーカイブ配信有
※ パソコンやタブレット、スマートフォンを通じての《オ

ンライン形式》講座となります。

●日本は死因不明社会？ 【講座コード：2111F006】
　～ラジエーションハウスに見る死亡時画像診断の実際～

講　師：小林 智哉
  茨城県立医療大学 保健医療学部 放射線技術科学科 

助教、東京都立大学大学院 非常勤講師
日　時：6月12日　13：30〜15：00（1回）
受講料：3,000円
場　所：オンライン形式　※アーカイブ配信有
※ パソコンやタブレット、スマートフォンを通じての《オ

ンライン形式》講座となります。

　全世界の解剖率は減少しています。その中でも日本の
解剖率は1％程度と先進国最下位です。体表の観察や薬
物検査だけで死因を決めることは難しく、犯罪死の見逃
しさえ十分あり得ます。作家の海堂尊氏はこうした状況
を“死因不明社会”と表現しており、この状況を解決す
るために死因究明にCTやMRI などの画像診断を用いる
死亡時画像診断（Autopsy  imaging：Ai）を提唱しま
した。
　本講座では、欧米諸国と日本の死因究明制度の違いを
述べ、ドラマ ラジエーションハウスにも登場した死亡時
画像診断の実際をお伝えします。

※ 講座のスライド中に解剖画像などが表示されます。直前にお知ら
せしますが、ご了承下さい。
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東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
）
の
経

営
計
画
が
、
令
和
2
年
度
を
も
っ
て
計

画
期
間
の
満
了
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、

新
た
な
中
長
期
の
総
合
的
な
計
画
と
し

て
、「
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務

組
合
基
本
計
画
・
実
施
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

基
本
計
画

本
計
画
は
、
清
掃
一
組
を
取
り
巻
く

環
境
と
清
掃
一
組
の
現
状
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
15
年
後
の
清
掃
一
組
が
目
指
す

べ
き
姿
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
手
法
を

明
確
に
す
る
た
め
策
定
す
る
も
の
で

す
。清

掃
一
組
の
基
幹
的
な
計
画
で
あ
る

「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」「
財
政

計
画
」「
人
材
育
成
計
画
」
及
び
個
別

の
分
野
別
事
業
計
画
や
方
針
を
包
括
し

た
最
上
位
の
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。（
図
表
1
）

計
画
期
間
は
、
令
和
3
年
度
か
ら
17

年
度
ま
で
の
15
年
間
と
し
ま
す
が
、
社

会
・
経
済
状
況
等
を
踏
ま
え
、
計
画
期

間
に
捉
わ
れ
ず
必
要
に
応
じ
て
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

●
今
後
の
財
政
見
込
み

令
和
3
年
度
か
ら
10
年
間
の
歳
出
の

推
移
の
見
通
し
は
、
図
表
2
の
通
り
で

す
。清

掃
一
組
の
歳
出
は
、
施
設
整
備
費

の
増
減
に
よ
っ
て
そ
の
年
度
の
歳
出
総

額
が
大
き
く
変
動
す
る
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
平
成
7
年
度
以
降
に
集
中

的
に
し
ゅ
ん
工
し
た
清
掃
工
場
が
順
次

建
替
時
期
を
迎
え
る
た
め
、
歳
出
総
額

の
平
均
は
1
0
0
0
億
円
を
超
え
る
規

模
に
な
る
見
込
み
で
す
。

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言

の
発
令
や
外
出
自
粛
等
の
影
響
に
よ

り
、
家
庭
か
ら
の
ご
み
が
増
え
、
事
業

者
か
ら
の
ご
み
が
大
幅
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
民
間
の
収
集
運
搬
業
者
が
収
集

し
、
清
掃
工
場
に
搬
入
さ
れ
る
事
業
系

ご
み
の
廃
棄
物
処
理
手
数
料
は
、
清
掃

一
組
の
主
要
な
自
主
財
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
事
業
系
ご
み
の
急

激
な
減
少
は
歳
入
に
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
中

長
期
的
な
歳
入
の
見
通
し
を
立
て
る
こ

と
は
極
め
て
困
難
で
す
。
歳
入
の
推
移

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
変
化
を
注
視

し
な
が
ら
、
原
則
と
し
て
毎
年
、
財
政

計
画
と
し
て
別
途
示
し
て
い
き
ま
す
。

●
事
業
運
営
の
取
組

（
1
） 

安
全
で
安
定
的
な
中
間
処
理
施

設
の
運
営

施
設
の
維
持
管
理
、
搬
入
調
整
、
計

画
的
な
定
期
補
修
工
事
、
大
気
汚
染
防

止
等
の
環
境
対
策
等
、
施
設
の
適
正
な

管
理
運
営
を
確
実
に
行
っ
て
い
き
ま

す
。

（
2
）
計
画
的
な
清
掃
工
場
等
の
整
備

施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的

な
工
場
建
設
、
延
命
化
工
事
等
を
行
う

と
と
も
に
、
大
規
模
災
害
に
備
え
た
施

設
の
強
靭
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
3
）
最
終
処
分
量
の
削
減

最
終
処
分
場
の
延
命
化
の
た
め
、
焼

却
灰
の
セ
メ
ン
ト
原
料
化
の
更
な
る
拡

大
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の
他

の
焼
却
灰
の
資
源
化
技
術
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
4
）
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

今
後
の
清
掃
工
場
の
建
替
え
に
よ
る

高
効
率
発
電
の
導
入
や
、
発
電
設
備
の

な
い
清
掃
一
組
施
設
に
電
力
を
自
己
託

送
す
る
な
ど
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効

利
用
し
て
い
き
ま
す
。

（
5
）
清
掃
事
業
国
際
協
力
の
推
進

23
区
の
清
掃
事
業
や
ご
み
処
理
技
術

の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
広
く
発
信
し
、
海
外

諸
都
市
の
環
境
問
題
の
解
決
に
協
力

し
、
地
球
環
境
の
保
全
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。

●
行
財
政
運
営
の
取
組

（
1
）
多
様
な
主
体
と
の
協
働
体
制

資
源
化
の
推
進
や
C
O
2
削
減
、
最

東京二十三区清掃一部事務組合
基本計画・実施計画を策定しました

図表1　基本計画・実施計画の位置づけ

23

実施計画

基本計画

図表2　歳出の推移

事 業 運 営 の 取 組 で は、
SDGs（持続可能な開発のた
めの国際目標）との関連を
示しています。
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終
処
分
量
の
削
減
と
い
っ
た
共
通
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、
23
区
、
東
京
都
と

緊
密
な
連
絡
・
連
携
を
と
っ
て
い
き
ま

す
。

（
2
）
民
間
活
力
の
活
用

東
京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
や
民

間
事
業
者
の
活
用
と
と
も
に
、
適
正
な

委
託
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
3
）
透
明
性
の
高
い
開
か
れ
た
組
織

情
報
発
信
の
充
実
や
清
掃
一
組
事
業

の
広
報
に
努
め
る
と
と
も
に
、
広
聴
活

動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
4
） 
事
務
改
善
と
働
き
方
の
意
識
改

革
の
推
進

業
務
効
率
の
向
上
や
職
員
の
健
康
維

持
の
ほ
か
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
意
識
し
た
働
き
方
の
意
識
改
革

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
5
）
多
様
な
人
材
の
育
成
と
活
用

人
材
育
成
計
画
に
則
り
、
重
層
的
・

体
系
的
な
人
材
育
成
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

（
6
）
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立

組
合
債
、
財
政
調
整
基
金
等
を
活
用

し
、
分
担
金
の
平
準
化
に
努
め
て
い
く

と
と
も
に
、
収
益
効
率
の
高
い
売
電
に

よ
り
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

（
7
） 

適
切
な
行
政
運
営
と
組
織
体
制

の
整
備

I
C
T
技
術
の
利
活
用
な
ど
に
よ
る　

行
財
政
運
営
の
更
な
る
効
率
化
を
目
指

す
と
と
も
に
、
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
組

織
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

実
施
計
画

実
施
計
画
で
は
、
基
本
計
画
の
事
業

運
営
と
行
財
政
運
営
の
各
取
組
を
施

策
と
し
、
そ
の
施
策
を
実
現
す
る
た

め
の
個
別
事
業
を
設
定
し
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

●
事
業
運
営
の
取
組
に
関
す
る
事
業

施
策
1　

�

安
全
で
安
定
的
な
中
間
処

理
施
設
の
運
営

故
障
の
予
防
保
全
の
推
進
や
プ
ラ
ン

ト
設
備
等
の
保
全
方
法
の
改
善
に
関
す

る
検
討
、
工
場
稼
働
の
障
害
と
な
る
不

適
正
搬
入
の
防
止
等
、
11
の
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

施
策
2　

�

計
画
的
な
清
掃
工
場
等
の

整
備

目
黒
、
江
戸
川
、
北
、
世
田
谷
清
掃

工
場
の
建
替
工
事
や
港
、
千
歳
、
新
江

東
清
掃
工
場
の
延
命
化
工
事
、
大
田
清

掃
工
場
第
一
工
場
の
再
稼
働
工
事
等
、

9
つ
の
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

施
策
3　

最
終
処
分
量
の
削
減

焼
却
灰
の
資
源
化
や
資
源
化
技
術
の

調
査
・
研
究
、
不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み

の
減
容
・
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

施
策
4　

�

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

清
掃
工
場
に
お
け
る
廃
棄
物
発
電
や

東
京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
へ
の
電

力
販
売
、
自
己
託
送
の
活
用
等
、
6
つ

の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

施
策
5　

清
掃
事
業
国
際
協
力
の
推
進

海
外
諸
都
市
へ
の
技
術
的
助
言
、
海

外
人
材
の
育
成
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

●
行
財
政
運
営
の
取
組
に
関
す
る
事
業

施
策
1　

多
様
な
主
体
と
の
協
働
体
制

東
京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
と
の

共
同
訓
練
事
業
の
実
施
や
プ
ラ
ン
ト

メ
ー
カ
ー
等
と
の
共
同
実
験
の
実
施

等
、
5
つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

施
策
2　

民
間
活
力
の
活
用

清
掃
工
場
等
の
業
務
委
託
や
受
付
業

務
等
委
託
業
者
の
選
定
、
委
託
工
場
の

業
務
履
行
評
価
等
、
4
つ
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

施
策
3　

�

透
明
性
の
高
い
開
か
れ
た

組
織

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
情
報
発
信

の
充
実
や
23
区
の
広
報
紙
の
活
用
、
清

掃
工
場
見
学
の
受
入
れ
等
、
10
の
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

施
策
4　

�

事
務
改
善
と
働
き
方
の
意

識
改
革
の
推
進

職
員
提
案
制
度
の
活
用
や
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
働
き
方

改
革
へ
の
対
応
等
、
4
つ
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

施
策
5　

多
様
な
人
材
の
育
成
と
活
用

各
種
研
修
の
実
施
や
清
掃
技
術
訓
練

セ
ン
タ
ー
の
訓
練
の
実
施
、
23
区
、
東

京
都
等
と
の
人
材
交
流
の
推
進
等
、
4

つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

施
策
6　

安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立

廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
確
実
な
徴
収

や
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
等
の

活
用
、
安
全
で
効
率
的
な
公
金
運
用

等
、
5
つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

施
策
7　

�

適
切
な
行
政
運
営
と
組
織

体
制
の
整
備

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
や
A
I

等
の
活
用
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
の
見
直
し
等
、
7
つ
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
個
別
事
業
の
進
行
管
理

実
施
計
画
に
お
け
る
事
業
の
適
切
な

進
行
管
理
を
図
り
、
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
行
政
運
営
に
資
す
る
と
と
も
に
、

区
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
、

主
要
な
個
別
事
業
に
つ
い
て
年
度
ご
と

に
目
標
を
定
め
進
行
管
理
を
し
て
い
き

ま
す
。

設
立
か
ら
20
年
を
経
て
、
成
熟
し
た

持
続
可
能
な
組
織
・
運
営
体
制
を
確
立

す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
清
掃
一
組

の
経
営
理
念
の
実
現
に
向
け
、
本
計
画

を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
計
画
・
実
施
計
画
は
清
掃
一
組

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

企
画
室
）
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令和２年度TCK開催成績（総括）について
★令和２年度は全99日間の開催
　令和２年度のTCK（東京シティ
競馬）は、令和２年４月６日から令
和３年３月26日までの間に、合計99
日間の開催を行いました。
　このうち、夜間開催は76日間（前
年度から３日増）、昼間開催は20日
間（前年度から増減なし）、年末開
催は３日間（前年度から増減なし）
でした。
★年間売上が1,700億円を突破
　総売得金額は172,856,257,370円
と、29年ぶりに年間1,700億円を突
破し、年末の第66回東京大賞典競走
（GI）においては、地方競馬１レー
スの売上レコード6,074,447,400円を
記録しました。また年間の総利用
者数は17,038,609人でした。なお、１
日平均では、売得金額は1,746,022,800
円で前年度比114.19％、利用者数は
172,102人で前年度比108.25%となり
ました。
★新型コロナウイルスの影響
　新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、第１回開催〜第７回開催、
第16回〜第19回開催を無観客開催で
実施しました。また、第７回開催の
８月１日及び第８回開催は、大井競
馬場の入場再開を想定したテスト入
場（プレオープン）を行い、第９回
〜第15回開催の大井競馬場は、人数
を制限しての入場を実施しました。
★的場文男騎手の黄綬褒章受章
　TCK所属の的場文男騎手は、こ
れまでの騎手生活を通じて競馬の発
展に貢献し、畜産振興に寄与してき
たことから、地方、中央を通じて騎
手としては初となる黄綬褒章を受章
しました。
　なお、大井競馬を始めとした各地
方競馬主催者は受章を祝したイベン
ト、記念競走等を実施しました。
★放馬事故への対応
　５月、６月と２件の放馬事故が発
生したことを受け、施設整備を行
い、放馬訓練の実施や関係者の研
修、ガードマンの増員など厩舎地区
の管理強化を徹底しました。

★JBC競走の実施
　ダート競馬の祭典「JBC2020」
は、大井競馬場と門別競馬場におい
てJBC史上初の２場同時開催となり
ました。大井競馬場で実施したクラ
シック、スプリント、レディスクラ
シックはJBC3競走の売上レコード
を更新し、門別競馬場で実施した、
新設のJBC２歳優駿競走を加えた当
日の２主催者の合計売上は100億円
の大台を突破しました。
　なお、JBCスプリント競走（Jpn
Ⅰ）においては、TCK所属のサブ
ノジュニア号（堀千亜樹厩舎）が勝
利しました。
★令和３年度に向けて
　新型コロナウイルス感染症による

社会の変化により、イベントの開催
が制限されるなかで、大井競馬の売
上に占める在宅投票の割合は90％を
超えるものとなりました。
　そこで、大井競馬のプロモーショ
ンは、これまで重視してきた競馬場
の賑わいの演出から、動画配信サー
ビスやツイッター等のSNSを活用し
たオンラインへの露出強化へと、舵
を切ります。
　そして何より、組合を始め、厩
舎関係者並びに大井競馬関係者一
同、競馬を止めない、という意志の
もと、今後も感染防止対策に取り組
み、競馬事業を通じて23区財政への
寄与に務めてまいります。

（特別区競馬組合経営企画室）

令和２年度売得金額総括表
区　分 売得金額 占有率 １日平均売得金額 対前年度比

総 売 得 金 額 172,856,257,370円 100.0% 1,746,022,800円 114.19%
大 井 競 馬 場 475,243,000円 0.3% 10,801,000円 8.63%
在 宅 投 票 160,638,869,970円 92.9% 1,622,614,850円 149.22%

S P A T 4 97,841,015,170円 56.6% 988,293,080円 152.34%
JRAネ ッ ト 投 票 31,310,257,200円 18.1% 613,926,600円 151.13%
楽 天 31,487,597,600円 18.2% 318,056,500円 148.33%

場 外 発 売 所 11,742,144,400円 6.8% 150,540,300円 42.87%
都 内 専 用 場 外 617,422,000円 0.4% 10,645,200円 13.07%

オフト後楽園 216,957,600円 0.2% 54,239,400円 86.87%
オ フ ト 汐 留 0円 0.0% − −
オフト京王閣 400,464,400円 0.2% 6,904,600円 132.41%

都 外 専 用 場 外 2,256,730,500円 1.2% 28,932,400円 75.05%
南 関 東 相 互 場 外 1,957,113,100円 1.2% 25,091,200円 25.22%

浦 和 場 外 26,743,900円 0.1% 26,743,900円 102.25%
船 橋 場 外 742,314,600円 0.4% 9,516,900円 29.41%
川 崎 場 外 1,188,054,600円 0.7% 16,274,700円 39.72%

広 域 場 外 6,910,878,800円 4.0% 88,601,000円 67.30%

令和２年度入場・利用人員総括表
区　分 入場・利用人員 １日平均入場・利用人員 対前年度比

入 場・ 利 用 人 員 計 17,038,609人 172,107人 108.25%
大 井 競 馬 場 17,848人 406人 6.03%
在 宅 投 票 15,532,326人 156,892人 137.78%

S P A T 4 8,201,307人 82,841人 145.04%
JRAネ ッ ト 投 票 4,433,007人 86,922人 132.95%
楽 天 2,898,012人 29,273人 141.72%

場 外 発 売 所 1,488,435人 19,083人 45.51%
都 内 専 用 場 外 42,842人 739人 11.75%

オフト後楽園 18,231人 4,558人 94.82%
オ フ ト 汐 留 0人 − −
オフト京王閣 24,611人 424人 113.98%

都 外 専 用 場 外 186,033人 2,385人 59.95%
南 関 東 相 互 場 外 142,025人 1,821人 20.62%

浦 和 場 外 2,578人 2,578人 111.51%
船 橋 場 外 57,863人 742人 28.60%
川 崎 場 外 81,584人 1,118人 28.47%

広 域 場 外 1,117,535人 14,327人 62.75%

　　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績 （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

19 3/22〜3/26 6,637,255,100円 679,578人 1,327,451,020円 135,916人 9,770円 172.0% 160.4% 107.2%
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ネットで地方競馬を楽しむなら！ 全国の地方競馬全レースが買える！ライブが見られる！

50円から買える！「トリプル馬単」も発売！

馬券を買うだけでお得なポイントが貯まる！

最短15分でスパッと馬券購入！
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6月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

優駿スプリント

帝王賞

東京ダービー

浦和競馬開催 浦和競馬開催

大井競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催

大井競馬開催

東京ダービー（SⅠ）
●6月9日（水）
●2,000m

優駿スプリント（SⅡ）
●6月29日（火）
●1,200m

帝王賞（JpnⅠ）
●6月30日（水）
●2,000m

東京大賞典と並び、TCK
重賞で最も長い歴史を誇
る伝統のレースです。羽
田盃に続く南関東3歳ク

ラシック三冠レースの第二関門として、南関東屈指の若駒た
ちがしのぎを削ります。このレースは、日本最多勝利数記録を
持つ、大井の帝王こと的場文男騎手が過去38回の騎乗でいま
だ未勝利に終わっており、悲願の初優勝に期待がかかります。

3歳限定のスプリント重
賞として2011年から新
設。古馬の短距離路線の
充実により、早い段階から

短距離のスペシャリストを目指す若駒たちの新しい目標とな
るレース。若さとスピードあふれる熱い戦いに注目です。

ダート部門の実力馬た
ちが全国各地から集う
上半期のグランプリ
レース。ダートグレード

制となった1997年以降は、JRA所属馬が16勝、地方所
属馬が8勝と、数あるダートJpnⅠの中で最も地方所属馬が
活躍しているレースといえます。

7月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

ジャパンダートダービー

大井競馬開催 大井競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催川崎競馬開催

ジャパンダートダービー（JpnⅠ）
●7月14日（水）
●2,000m
羽田盃、東京ダービーと続いた南関東3歳クラシック三冠レースの最終関門です。地方・
JRA共にトップクラスの3歳馬が結集する「砂のダービー」は、これまでにトーシンブリザー
ド、カネヒキリ、フリオーソ、サクセスブロッケンなど数多くの名馬を送り出しました。近年は
早い時期からダートの頂点を目指すJRA所属馬も多く、大きな注目が集まるレースです。

浦和競馬開催浦和競馬開催


